
■取組の特徴
茨城の在来豆を中心に農薬・化学肥料・除草剤等は一切使わず栽培している。

   農家民泊では、有機農業を基盤にし、昔ながらの生活を取り入れ、地域資源を活用した循環型生活を提供している。

■取組のきっかけ
環境に負荷をかけず循環する生活のデザインを学び、里山での農業、生活、昔ながらの方法を取り入れつつ、

現代の科学を取り入れた農業を取り組みたいと思い始めました。

■取組のメリット及び課題
里山というと聞こえはいいが、実際、耕作放棄地、高齢化、過疎化が進んできている。
メリット：畑等は借りやすいと思う。耕作を頼まれるが、逆に手が回らずお断りしている。
課題：いかに、田舎に定住者、若者の流失を防ぎ、魅力的な農業、生活をアピールできるか。

■新たに取組を始める人へのアドバイス
有機農業は多くの人に理解されてきていると思うが、農業という食べ物を生産する同志として、

有機栽培農家と慣行栽培農家がうまく付き合っていくことが大事。

【生産概要】（令和６年産）
大豆 30a 小豆80a  インゲン豆６a 水稲30a 平飼い養鶏 400羽

【経営概要】 平成18（2006）年就農 代表者：北山 弘長
労働力：本人夫婦、農家民泊利用者
農家民泊・体験・イベントスペース 里山reトリート響

【販売概要】
市内外のレストランや菓子製造業者、個人直接販売、道の駅等で販売
委託加工した豆加工品（納豆、押し豆等）は、道の駅で販売

まったり～村の小さな農園：茨城県常陸太田市小菅町1215 電話＆FAX番号 0294-82-3003
里山reトリート響：茨城県常陸太田市小菅町1211 電話番号 080-7702-3779
Instagram https://www.instagram.com/mattaryvillage/ HPアドレス https://mattaryvillage.com/

まったり～村の小さな農園（茨城県常陸太田市）
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